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 令和７年度父母の会理事会、総会及び保護者面談を５月16日（金）に開催しました。 

 総会では、令和６年度事業報告・決算報告及び令和７年度事業計画・予算案が承認されました。 

また、役員として会長に佐藤学さん、副会長に瀬川勝貴さんと髙橋美幸さん、監事に大村正子さんと阿

部清光さんが選任されました。 

 総会終了後には、経営科ごとに分かれて保護者面談が行われました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

【議案及び議決結果】            【令和７年度父母の会役員名簿】 
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議案 

番号 
議案名 結果 

１ 役員の選任について 承認 

２ 
令和６年度父母の会事業報告並びに一般

会計及び特別会計決算について 
承認 

３ 

令和７年度父母の会事業計画（案）並び

に一般会計及び特別会計予算（案）につ

いて 

承認 

役職名 学科・経営科 氏 名（学生名） 市町村名 

会 長 農産園芸・野菜２年 佐藤  学（七生） 金ケ崎町 

副会長 
畜産・肉畜２年 瀬川 勝貴（徳将） 花巻市 

農産園芸・果樹１年 髙橋 美幸（輝） 盛岡市 

監 事 
農産園芸・花き２年 大村 正子（はる） 雫石町 

農産園芸・野菜１年 阿部 清光（善清） 盛岡市 

理 事 

農産園芸・農産２年 菊池 俊行（将矢） 奥州市 

農産園芸・果樹２年 田中 大雅（前） 秋田県 

畜産・酪農２年 近江 聡子（陽太） 秋田県 

農産園芸・農産１年 藤田 庄吾（唯笑） 北上市 

農産園芸・花き１年 茅橋 寿男（結） 雫石町 

畜産・酪農１年 伊藤  淳（和花） 平泉町 

畜産・肉畜１年 川村 茂樹（昴龍） 花巻市 

科学的な視点と自然との共生を！  父母の会会長 佐藤 学

秋暑の候、皆様にはますますご健勝のこととお慶び申し上げます。また、

父母の会の活動に対して日頃よりご理解ご協力をいただき、誠にありがとう

ございます。 

令和７年度も56名の新入生を迎え新たな学びがスタートしております。

学生の皆さんの学びを父母の会としてサポートして参ります。どうぞご理解

ご協力をお願いいたします。 

私の職場である小学校では、１年生から朝顔などの花とともに、学級農園

で野菜を育てる活動を行っています。野菜の成長を科学的な視点で学ぶとと

もに、野菜の収穫に対して、野菜を育ててくれる「自然」と畑の管理など

「お世話いただく方」への感謝の気持ちを学んでいます。高学年になれば、 

 
 

収穫した野菜を使って調理をしたり、収穫祭を計画したりして感謝の気持ちを表す活動も行います。つ

まり、野菜等を育てる「農業」は人間形成においても基盤の一つとなっているのです。 

県立農業大学校では、「農業」をより専門的な視点から、最先端の科学・技術とともに学んでいま

す。また、これらの知見を得た職業人としての資質を身につけているとも言えましょう。従来、「農

業」は１次産業、つまり生産主体でしたが、近年は、加工（２次）、流通・販売（３次）にも主体的に

関わることで新たな価値を生み出す「６次産業」であるという考え方も主体となっているようです。大

学校で専門的な知識や技能を学ぶのは当然ですが、広い視野から多方面他分野の知識、知見を学ぶ必要

もあり、まさに大学校で学ぶことの意味が大きくなっていると言えましょう。 

私たち父母の会は、今後も先生方、地域の方々と協力し、学生の学びをサポートすることによって、

日本の農業の発展に寄与していきたいと考えています。引き続き皆様のご支援ご協力を頂きますようお

願いいたします。 
 

父母の会総会
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知事に向け自分の夢や取組を発表 学生自治会から花束贈呈 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月３日（火）、知事が当校で「農業で希望郷いわての実現」と題した講話を行いました。 

知事からは、「いわて県民計画」が目指すもの、次世代を見据えた農業の展開、農業政策をめぐ

る動き、若者と女性が主役となる「ふるさと振興」への期待、更には農業大学校生に期待すること

についてお話しをいただきました。 

講話の後に、各経営科６名の代表学生から、岩手の農業に対する思いや、自分の将来の目指す

姿・夢についての発表がありました。 

知事から学生に向けて、「2年間の学生生活は短いが、皆さんの夢が叶えられるよう、しっかり

知識や技術の習得に励んでいただきたい。悩みや迷いはあると思うが、先生や友人、家族に相談

し、一つ一つ乗り越えてほしい。」と激励をいただきました。 

 

６月 20 日（金）に、学生自治会主催によるスポーツ大会が開催されました。今年はバレーボ

ール、ドッジボール、フットサル、バスケットボールの４つの競技種目について、経営科対抗

による熱戦が繰り広げられました。本年も花き経営科と酪農経営科を連合チームとし、職員チ

ームもバレーボールに出場するなど、農大独自ルールや運営に工夫が見られました。 

最終種目の結果までどのチームが総合優勝するか分からない接戦となりましたが、今回はフ

ットサルとバスケットボールで１位となった肉畜経営科が栄冠に輝きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月14日（水）、第１回自治会総会（定期総会）が開催されまし

た。総会では、「学生が主体となり、学校生活や行事等において、

活動を行いやすい環境づくりに努める」とする自治会執行部の活動

方針と、各委員会・クラブの活動目標と計画が示され、これらが了

承されました。 

自治会執行部は、新たに加わった１年生メンバーとともに、学生

相互の親睦と切磋琢磨により、学生生活の向上を図っていきます。 

暑い中、熱戦が繰り広げられました 総合優勝した肉畜経営科 

定期総会 

知事からの熱いメッセージ！！ 
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学生寮の見学 

7月26日（土）及び8月1日（金）、本校への理解を深め、今後の進路選択に役立ててもらうこと

を目的として、オープンキャンパスを開催しました。 

本年度は、県内外から入学を検討している70名の高校生等及びその父母等に御参加いただきまし

た。全体説明会で、本校の教育概要や卒業生の進路状況などを紹介した後、実習ほ場・牛舎・学生寮

などを見学していただきました。また、学生生活や実習状況について動画で紹介した他、在校生との

懇談会を実施しました。 

参加した高校生のアンケートには、「先輩が優しかった。来てよかったと思えるオープンキャンパ

スでした。」、「在校生が学校生活を楽しんでいることを実感しました。」などの感想が寄せられ、

当校を知ってもらう良い機会となりました。 

学生生活・実習状況を動画で紹介 

農業大学校では、学生の農業技術と経営能力向上等を目的に、農業機械等の資格取得に向けた活動

等の推進や、免許取得に向けた実習、課外を行っています。 

今年度、学生が取得した主な資格、免許は以下のとおりです（８月18日時点）。 

・日本農業技術検定２級     ： １名（２年生） 

・日本農業技術検定３級     ：16名（１年生） 

・小型車両系建設機械（３ｔ未満）：38名（２年生：４名、1年生：34名） 

・フォークリフト運転技能講習  ：20名（2年生） 

 

大型特殊（農耕用）及びけん引（農耕用）は、免許取得の希望がある学生に対し、別途受験に向け

た課外を行い、取得のための支援を行っていきます。 

 

小型車両系建設機械の講習の様子 トラクタ（大型特殊・農耕用）の実習の様子 



          

のうだいつうしん 2025年９月 No.89 

肉畜経営科の発表 
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9/17 農家派遣実習（農産・野菜・果樹経営科、～10/1） 

9/19 農家派遣実習（花き・酪農・肉畜経営科、～10/3） 

9/22 ２年前期定期試験（～9/25） 

10/  9 本科推薦入学試験 

10/25 農大祭（～10/26） 

11/13 校内意見発表会 

11/13 学生自治会総会 

11/17 自治会スポーツ大会 

11/20 元気の出る農業セミナー 

12/  1 卒業研究経営科別発表会（～12/3） 

12/17 卒業研究成果全体発表会 

12/19 １年父母等面談 

12/20 冬季休業（～1/5） 

12/23 本科前期一般入学試験 

酪農経営科の発表 

第 10 回記念大会岩手県農林水産部政策提案型調査研究コンテスト「WildCup2025」が８月６〜

７日にかけ、盛岡市で開催されました。このコンテストは、従来にない野心的な政策立案に向けた調

査・研究を通じ、農林水産業の活性化及び職員のスキルアップを狙うものです。本校からは、畜産学

科酪農経営科、肉畜経営科の１年生から提案を行いました。酪農経営科は、「ミルク推しプロジェク

ト」と題し、若い世代への牛乳の普及拡大を目指し、学内での牛乳の自動販売機の設置や、食堂での

牛乳の提供を提案していくものでした。肉畜経営科は、「リンゴで解決！農大で作るブランド牛」と題

し、学校で発生する廃棄リンゴを牛のエサにし、ブランド牛を作ることで、持続可能な牛肉生産や高

付加価値化による収益改善を提案するものでした。緊張した面持ちの学生もおりましたが、皆、立派

に発表ができました。学生発表の部では、農業大学校の２題を含め、４題の提案があり、肉畜経営科

の提案が、学生グループ部門賞をいただきました。今後、卒研発表など、プレゼンテーションを行う

場面もあるので、今回聴講した他の団体の発表等も参考にしながら、伝わりやすい発表スキルを養っ

てほしいと思います。 


